
　
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
区
議
６
期
24
年
。

９
名
の
日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
の
団
長

と
し
て
、
区
民
泣
か
せ
の
負
担
増
計
画
を

き
び
し
く
追
及
す
る
一
方
で
、
具
体
的
な

提
案
を
行
な
い
、
認
可
保
育
園
や
特
養
ホ

ー
ム
の
増
設
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
で
は
、
早
朝
の
駅
頭
で
の
区
政
報

告
、町
会
、商
店
街
、市
民
消
火
隊
で
活
動
。

「
い
つ
で
も
な
ん
で
も
相
談
会
」
な
ど
で

相
談
件
数
６
千
件
。
区
民
の
声
を
ま
っ
す

ぐ
区
政
に
届
け
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
ま
、
区
民
の
暮
ら
し
と
日
本
の
平
和

に
襲
い
か
か
っ
て
い
る
安
倍
内
閣
の
暴
走

ス
ト
ッ
プ
、
区
民
の
暮
ら
し
第
一
の
区
政

実
現
へ
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
よ
り
一

層
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

い
つ
で
も
住
民
と

と
も
に
歩
む
党
区
議
団
長

大
竹
辰
治

お
お

た
け

た
つ

じ

区
議
会
議
員
６
期
24
年
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大
竹
辰
治
さ
ん
の
区
議
１

期
目
に
阪
神
淡
路
大
震
災
が

発
生
。
以
来
、何
よ
り
も
「
住

民
の
い
の
ち
と
財
産
を
守
る

の
は
政
治
の
一
番
の
仕
事
」

と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
。
区
に
よ

る
世
論
調
査
で
も
、
い
ま
、
区
政
へ
の

要
望
の
第
一
位
は
「
防
災
対
策
」
で
す
。

　
大
震
災
直
後
、
直
ち
に
党
区
議
団
と

し
て
被
災
地
を
訪
問
。
被
災
の
実
態
を

調
査
し
、
区
に
た
い
し
被
災
地
へ
の
支

援
と
、
区
の
防
災
計
画
の
見
直
し
・
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
竹
さ
ん
は
、｢

区
は
、
区
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
自
治
体
本
来
の
役
割
を
は

た
す
こ
と
。
同
時
に
草
の
根
か
ら
の
住
民
参
加
の
防
災
対
策
を
」
と
市
民
消
火
隊
な
ど

地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

区
議
会
で
は
、
防
災
対
策
の
拡
充
を
繰
り
返
し
提
案
し
、
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

津
波
対
策
、地
震
対
策
が
前
進

　

区
議
会
で
大
竹
さ
ん
が
提
案
し
た
、
区
内
の
海
抜
表
示
や
区
の
責
任
に
よ
る｢

避
難

ビ
ル
協
定｣

、
耐
震
改
修
へ
の
補
助

率
の
引
き
上
げ
、
家
具
転
倒
防
止

器
具
の
支
給
の
条
件
緩
和･

予
算

の
増
額
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ

ッ
ト
へ
の
助
成
が
実
現
し
て
い
ま

す
。防

災
水
槽
設
置

　

西
蒲
田
５
丁
目
の
災
害
危
険
地

域
の
対
策
を
と
、
住
民
と
と
も
に

署
名
活
動
な
ど
に
と
り
く
み
、
空

き
地
の
所
有
者
に
も
働
き
か
け
、

西
蒲
田
５
丁
目
ふ
れ
あ
い
児
童
公

園
と
防
災
水
槽
が
実
現
し
ま
し
た
。

津
波･
地
震
対
策
の
拡
充

地
域
に
防
災
水
槽 

実
現

地元でも議会でも 住民のいのちと 財産守って６期24年 大竹辰治さ　
　ん

西蒲田５丁目ふれあい児童公園
地下に防災水槽設置



　
大
竹
さ
ん
は
、
区
議
会
で
忙
し
い
中
、
市

民
消
火
隊
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安
全

週
間
の
交
通
整
理
、
お
祭
り
と
地
域
の
中
で

も
、
住
民
の
安
心
と
安
全
の
た
め
頑
張
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
や
区
議

会
の
場
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

 

松
島
信
弘
（
小
林
町
会
役
員
）

　

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
被
害
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
区
内
各
地

で
住
民
と
と
も
に
放
射
線
量
を
測
定
し
、
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
除
染
も
区
に
実
施
さ
せ
ま

し
た
。

商
店
街
か
ら
も
依
頼
さ
れ

　

大
竹
辰
治
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た

商
店
街
の
役
員
さ
ん
か
ら
、
大
城
通
り
商
店

街
の
放
射
線
量
測
定
を
依
頼
さ
れ
て
測
定

し
、そ
の
結
果
を
商
店
街
の
「
夏
の
感
謝
祭
」

で
報
告
し
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
へ
も
全
力

　

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
原
発
反
対
集
会
に

も
地
域
の
皆
さ
ん
と
参
加
し
、「
原
発
ゼ
ロ

の
日
本
を
」
の
世
論
と
運
動
を
広
げ
る
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

自
ら
放
射
線
量
測
定・除
染
さ
せ
る

福
島
原
発
事
故

地元でも議会でも 住民のいのちと 財産守って６期24年 大竹辰治さ　
　ん

▲放射線量測定する大竹さん

地域の皆さんとバスで福島反原発集会に参加する大竹さん

▲市民消火隊の訓練（大竹さん中央）

◀交通整理をする大竹さん



「ムダな開発･区民いじめ」と対決､区民 の願いで提案･実現  大竹辰治さ　
　ん

全
事
業
所
調
査

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
実
現

区
営
住
宅
建
設
で
も

町
工
場
は
日
本
の
宝 

商
店
街
は
町
の
顔

　

い
ま
、
消
費
税
８
％
へ
の
増
税
で
、｢

く
ら
し
も
営
業
も
大
変｣

｢

こ
の
ま
ま
で
は
廃

業
だ｣

と
、
中
小
業
者
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

大
竹
辰
治
さ
ん
は
、
実
家
が
自
営
業
（
洋
服
仕
立
業
）、
自
ら
も
区
内
の
中
小
企
業

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
工
場
訪
問
で
出
さ
れ
た
切
実
な
声
に
応
え
て
、｢

大
田
の
町
工

場
は
日
本
の
宝
、
町
工
場
に
活
力
を｣
と
区
の
支
援
策
を
提
案
、
２
０
０
９
・
２
０
１

１
年
度
に
「
も
の
づ
く
り
経
営
革
新
緊
急
支
援
事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
店
街
は
、
消
防
団
、
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
町
会
な
ど
地
域
の
大
事
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
「
町
の
顔
」
で
す
。
大
竹
さ
ん
は
地
元
で
の
買
い
物
促
進
の
た
め
の
「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
」
を
提
案
、
２
０
０
９
年
以
来
６
回
の
発
行
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
建
築
業
者
の
仕
事
が
増
え
、
経
済
効
果
が
20
倍
以
上
の
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
」
も
実
現
、
予
算
も
当
初
の
２
倍
に
増
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
内
労
働
組
合
や
中
小
商
工
団
体
で

つ
く
る
不
況
打
開
大
田
区
実
行
委
員
会
と
と
も

に
、
区
に
よ
る
全
事
業
所
の
実
態
調
査
も
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

　

大
竹
さ
ん
は
、
大
田
借
地
借
家
人
組
合
副
組

合
長
と
し
て
、｢

住
宅
は
福
祉
。安
い
公
共
住
宅
の

建
設
を｣

と
求
め
て
、運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
東
矢
口
１
丁
目
や
西
蒲
田
１
丁
目
な

ど
に
区
営
住
宅
の
建
設
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

区
議
会
で
は｢

住
宅
の
大
竹｣

と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
、
住
宅
問
題
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
大
竹
と
呼
ば
れ

松原区長に予算要望を提出する党区議団

消
費
税
増
税
は
許
し
ま
せ
ん
!!



「ムダな開発･区民いじめ」と対決､区民 の願いで提案･実現  大竹辰治さ　
　ん

中
学
３
年
ま
で
医
療
費
無
料

４
年
間
で
認
可
保
育
園
21
園

４
年
間
で
５
か
所
の
特
養
ホ
ー
ム
も

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
。他
党
が
反
対
す
る
中
、大
竹
辰
治
さ
ん
は
３
回
の
条
例

提
案
を
す
る
な
ど
繰
り
返
し
提
案
し
、つ
い
に
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

元
区
立
保
育
園
保
育
士
の
妻
と
一
緒
に
、
３
人
の
子
ど
も
を
共
働
き
で
育
て
た
大
竹

さ
ん
。「
待
機
児
解
消
は
認
可
保
育
園
の
増
設
で
」
と
い
う
マ
マ
パ
パ
の
熱
い
願
い
を

受
け
止
め
て
、
区
や
他
党
の｢
認
可
保
育
園
は
も
う
い
ら
な
い｣

と
い
う
姿
勢
を
変
え

さ
せ
て
、
こ
の
４
年
間
で
認
可
保
育
園
21
か
所
・
約
１
３
０
０
人
分
の
増
設
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

区
内
で
１
５
０
０
人
も
の
待
機
者
が
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
。
国
や
都
の
未
利

用
地
の
活
用
、
用
地
の
確
保
し
や
す
い
小
規
模
施
設
な
ど
の
提
案
を
繰
り
返
し
、
こ
の

４
年
間
で
５
か
所
の
特
養
ホ
ー
ム
が
実
現
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
竹
さ
ん
は
、
地
元
の
町
会
や
氏

子
青
年
会
に
も
参
加
、
地
域
や
商
店

街
の
各
種
行
事
に
も
参
加
し
て
、
い

つ
も
住
民
と
一
緒
で
す
。

　
議
会
で
は
他
党
議
員
か
ら
一
目
置

か
れ
る
政
策
通
で
す
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
の
団
長
と
し

て
、
自
民
党
松
原
区
政
と
「
自
公
民

オ
ー
ル
与
党
」
に
よ
る
大
規
模
開
発

か
ら
、く
ら
し
第
一
へ
の
区
政
転
換
、

区
民
の
声
が
生
き
る
区
政
を
め
ざ
し

て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
と
力
を
あ
わ
せ

▲ お祭りでお神輿を担ぐ
大竹さん

◀ 予算特別委員会で資料
を示しながら質問する
大竹さん

い
つ
も
住
民
と
と
も
に

議
会
で
は
政
策
通
と
し
て



▼ 新蒲田３－19、３－21と多
摩川２丁目古川第二児童公園
前のデコボコ道路が改修

▲東矢口１－４に街路灯設置

　

「
国
民
の
苦
難
あ
る
と
こ
ろ
共
産
党
あ

り
」が
日
本
共
産
党
の
立
党
の
精
神
で
す
。

大
竹
辰
治
さ
ん
も
「
困
っ
て
い
る
人
を
見

た
ら
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
」性
格
で
、

北
海
道
旭
川
の
極
寒
の
地
で
培
っ
た
「
何

「何にも負けない粘り」「困っている人を見すごせない」

生
活

相
談
事
務
所
の
看
板
を

見
て
駆
け
込
み
救

わ
れ
た

公
衆
ト
イ
レ
が
使
い
や
す
く

児
童
公
園
が
実
現

に
も
負
け
な
い
粘
り
」
で
住
民
の
相
談
に

応
じ
て
、
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
相
談
件

数
は
約
六
千
件
。

　

東
矢
口
の
Ｏ
さ
ん
は
、｢

会
社
を
首
に

な
り
所
持
金
60
円
し
か
な
く
、
路
頭
に
迷

っ
て
い
る
時
、
大
竹
事
務
所
の
看
板
を
見

て
駆
け
込
み
、
助
け
ら
れ
た
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
が
大
竹
さ
ん
に
助
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
西
口
に

あ
る
日
本
工
学
院
の
高

層
化
で
ひ
ど
い
風
害
が

発
生
し
、｢

強
風
の
日
は

と
て
も
危
険｣

な
状
況

で
す
。

　
住
民
は
大
竹
さ
ん
に

相
談
し
区
議
会
に
陳
情

を
提
出
、
植
樹
に
よ
る

対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
十
分
な
効
果
が
上

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
区
議
会
で
粘
り
強
く

対
策
を
求
め
て
き
た
大

竹
さ
ん
に
対
し
、
こ
の

ほ
ど
学
校
側
か
ら
「
８

〜
９
メ
ー
ト
ル
の
工
作

物
で
風
害
対
策
を
行
い

ま
す
」
と
、
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　
新
蒲
田
区
民
セ
ン
タ
ー
女
子
ト
イ
レ

に
手
す
り
が
付
き
、
一
部
は
洋
式
ト
イ

レ
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
池
上
会
館
の
ト

イ
レ
が
、
午
前
６
時
15
分

〜
８
時
ま
で
利
用
可
能
に

な
り
、
会
館
前
の
広
場
で

朝
、
体
操
を
し
て
い
る
住

民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
建
設
会
社
の
車
両
基
地
計
画
を
断
念

さ
せ
て
、
町
内
に
公
園
が
な
か
っ
た
東

矢
口
２
丁
目
に
実
現
し
ま
し
た
。

住民の声に
耳を傾け

風害発生源の校舎風害発生源の校舎

日
本
工
学
院

風
害
対
策
実
施
へ



３つのゼロ

ストップ !! 安倍暴走政治
消費税増税・アベノミクス・憲法破壊・原
発再稼働・沖縄新基地建設は許しません
● 政党助成金・小選挙区制の廃止を

日本共産党の躍進した力で

大田区は､ 区民の暮らしを犠牲にして､
大規模開発のために１千億円以上もた
め込む一方で、借金を半分以下に減らし
てきました。

区の１千億円の積立金を生かし区の１千億円の積立金を生かし実現します
● 

住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
で
住
み

続
け
ら
れ
る
大
田
区
を

　

 

蒲
田
西
口
駅
周
辺
の
開
発
が
始
ま
り
ま

す
。
京
急
蒲
田
・
糀
谷
の
駅
前
再
開
発
で

は
、住
み
続
け
ら
れ
た
住
民
は
４
割
だ
け
。

開
発
に
よ
る
住
民
追
い
出
し
は
許
し
ま
せ

ん
。

● 

貯
留
管
な
ど
下
水
道
整
備
で
呑
川

の
浄
化

● 

西
蒲
田
・
池
上
の
交
通
不
便
地
域

へ
の
ミ
ニ
バ
ス
運
行

● 

池
上
駅
舎
・
駅
周
辺
の
整
備
、
南

口
の
設
置

●
日
本
工
学
院
の
風
害
対
策

大
田
区
に
は
１
千
億
円
以
上
の
積
立
金（
貯

金
）
が
あ
り
ま
す
。
税
金
の
使
い
方
を
く

ら
し
第
一
に
切
替
え
て
実
現
し
ま
す
。

●
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ

　
 

昨
年
４
月
の
待
機
児
は
１
７
８

１
名
。
区
の
待
機
児
ゼ
ロ
の
計

画
は
３
年
後
で
す
。
認
可
保
育

園
増
設
で
一
日
も
早
く
待
機
児

ゼ
ロ
へ
。

●
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
ゼ
ロ

　

 

現
在
１
５
０
０
人
以
上
が
入
所

を
待
っ
て
い
ま
す
。

●
75
歳
以
上
の
医
療
費
ゼ
ロ

　

 

高
齢
者
か
ら
高
い
医
療
費
に
悲

鳴
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

●
若
者
の
雇
用
拡
大

●
お
産
難
民
の
解
消

● 

公
営
住
宅
増
設･

高
齢
者

住
宅
確
保

● 
介
護
保
険
・
国
民
健
康
保

険
料
の
減
額

４
つ
の
安
心

わ
た
し
た
ち
の
町
で



《
現
在
》 

党
区
議
団
長
／
地
域
・
産
業
委
員
、
羽
田
空
港

対
策
特
別
委
員
／
大
田
借
地
借
家
人
組
合
副
組

合
長
／
町
会
市
民
消
火
隊
員
・
交
通
班
長
。

《
家
族
》 

妻
（
元
区
立
保
育
園
保
育
士
）、
子
ど
も
３
人
、

猫
１
匹
。

《
趣
味
》
映
画
鑑
賞
、
旅
行
、
社
交
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ

【
活
動
地
域
】
西
蒲
田
、
新
蒲
田
、
東
矢
口
、
池
上

　
大
竹
辰
治
さ
ん
は
１
９
５
２
年
、
北
海
道
旭
川
市
生
ま
れ
。
日
本
の
最
低
気
温

記
録･

氷
点
下
41
度
の
極
寒
の
地
で｢

何
に
も
負
け
な
い
粘
り｣

が
培
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
活
躍
し
ま
し
た
。

専
門
学
校
の
教
育
に
疑
問
も
ち
民
青
同
盟
に

　
高
校
卒
業
後
、
外
国
航
路
の
通
信
士
を
め
ざ
し
て
大
田
区
の
日
本
電
子
工
学
院

（
現
日
本
工
学
院
）
に
入
学
。
19
歳
の
時
、
夢
と
現
実
と
の
違
い
や
も
う
け
主
義

の
マ
ス
プ
ロ
教
育
に
疑
問
を
感
じ
、
社
会
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
民
主
青
年
同
盟

に
加
盟
し
ま
し
た
。

暖
か
い
人
間
集
団･

戦
争
反
対
の
党　
日
本
共
産
党
に

　
青
年
運
動
を
通
じ
て
、自
分
よ
り
も
他
人
を
心
配
す
る
心
温
か
い
人
間
集
団
、「
侵

略
戦
争
に
命
が
け
で
反
対
し
た
党
」
日
本
共
産
党
に
感
銘
し
入
党
、20
歳
で
し
た
。

働
く
仲
間
の
暮
ら
し
と
権
利
守
る
労
働
運
動
に

　
専
門
学
校
卒
業
後
、
新
蒲
田
の
中
小
企
業
（
東
電
舎
）
に
入
社
し
、
モ
ー
タ
ー

の
検
査
技
師
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
全
国
金
属
労
働
組
合
下
丸
子
地
域
支
部
に
加

盟
し
、
執
行
委
員
、
青
年
部
長
な
ど
で
活
動
。
会
社
は
大
竹
さ
ん
に
労
組
攻
撃
の

大
阪
配
転
命
令
。
職
場
の
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
撤
回
さ
せ
ま
し
た
。

「
政
治
を
変
え
る
力
に
な
り
た
い
」
と
区
議
に
挑
戦

　
日
本
共
産
党
や
労
働
組
合
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
住
民
が
悪
政
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
、｢

政
治
を
変
え
る
力
に
な
り
た
い
」と
区
議
会
に
挑
戦
、

39
歳
で
初
当
選
、
以
後
６
期
連
続
当
選
。
保
健
福
祉
委

員
長
、
羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

94歳の母と家族全員（旭川の実家前で）

いつでもなんでも相談
大竹辰治事務所 電話 03－3735－2611 FAX 03－3736－9453

ホームページ  大竹辰治で検索

大
竹
辰
治
さ
ん
の
歩
み


